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学校教育目標から考える、

       総合的な学習の時間と探究 

テーマ
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　これは、探究活動によって本校が独自に設定した８つの資質・能力を育成しよう
というものであった。また、「SDGsを核としたカリキュラム・マネジメントの実
現」を研究副題として研究を行っており、総合的な学習の時間はその中心となって
いた。
　前次研究での、カリキュラムを考えていくにあたっては、学校教育目標を捉え直
すことが大事であるとご指摘を受け、本次研究では学校教育目標を捉え直した上で
「総合的な学習の時間」の目標についても考えていった。

総合的な学習の時間について
前次研究まで

SDGsをテーマとした探究活動（Save The Earth Project）を実施、
生徒の資質・能力の育成を図った。
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02総合的な学習の時間について
探究の進め方

3年間を見通して、「総合的な学習の時間」
に取り組むこととした。
1年ごとの断続的な取組ではなく、1年生か
ら段階的に学習を進め、３年間を通して継
続的に活動を行うようにし、3年間での完成
を目指した。

また、年間指導計画を作成し、学校全体で
「総合的な学習の時間」に取り組んでいけ
るようにした。
指導計画は作成しているが、生徒のようす
から必要に応じて話し合いを持ちながら進
めている。
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02総合的な学習の時間について
１年生【スタートアップ期】
探究のやり方、探究を進めていく
ための手法や方法を学び、共に協
力しながら活動を行うための関係
性を構築していく期間

仲間づくり（エンカウンター）
問いをつくってみよう
探究してみる①　自分たちの学級や学校に目を向けて考えてみよう
校外学習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他
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02総合的な学習の時間について
２年生【ベーシック期】
１年次の活動を踏まえつつ、自身の
興味・関心から問いを立てて、その
解決に向けて探究を行っていく。

３年生【アドバンス期】
ベーシック期の課題を踏まえて、３年間の集大成として
さらに深い探究に取り組む。テーマや問いは、ベーシッ
ク期から継続でも、変更しても構わない。 9



02総合的な学習の時間について

１年生を探究を行うための準備期
間としたこと。
２，３年生合同の縦割りのクラス
で行っていること。

テーマや問いの設定をSDGsか
ら、生徒の興味・関心から考える
ようにしたこと。
グループでの探究を、個人探究に
したこと（場合によってはグルー
プも可）。
「附中クエストDAY」を設定した
こと。
１時間の授業時間を面談の時間と
したこと。

前次研究から継続していること 変更したこと
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テーマや問いの設定をSDGsから、生徒の興味・関心から考えるようにした。

なぜ変更していったのか

　SDGsをテーマに探究活動を行っていた際、興味・関心を持ってできる生徒と、そ
うでない生徒がいた。探究や研究は、自身の中に「やりたい、知りたい」がなければ
ならないのではとの考えから、まずは入り口として、生徒自身の「興味・関心」から
問いを立てていこうと変更を行った。
　昨年度（令和６年度）の振り返りの生徒アンケートでは、「自分のやりたいことが
できた」「楽しかった」との回答が多くあった。しかし、その反面、自分の興味・関
心が分からない、問いが立てられない、生徒も少なからずおり、なかなか研究が始め
られないといった状況も見られた。
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グループでの探究を、個人探究にした（場合によってはグループも可）。

なぜ変更していったのか

　前次研究までは、基本的にグループでの探究としていた。ただし、テーマによって
は、個人での探究も可としていた。ほとんどの生徒がグループを組み、活動を行って
いたが、人数が多くなるほど、手持無沙汰の生徒が増え、自身のグループが何をやっ
ているのか把握できていない生徒も出てきた。
　まずは、個人で探究ができなければとの考えから、個人探究へと変更を行った。し
かし、やはり個人で進めていくには難しい生徒がいることや、研究自体、共同研究の
方が多いというところから、個人探究を基本としながらも、グループを編成すること
可としていった。
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「附中クエストDAY」を設定した。

なぜ変更していったのか

　昨年度の探究活動では、外部との関りが非常に少なかったという実情があった。そ
れは、例えば校外へと出て行くとき１時限の授業では出にくかったのではないかとい
うこと、また、次の授業がいつあるのかが分からず、アポイントがとりにくいのでは
ないかということが考えられた。
　そのため、２時限続きの「附中クエストDAY」を設定し、その日にさまざまな活動
を行ったり、外部とつながったりすることができるようにした。また、「附中クエス
トDAY」の日程をあらかじめ伝えておくことで、計画性をもって活動できるようにし
ている。
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１時間の授業時間を面談の時間とした。

なぜ変更していったのか

　昨年度、活動を進めていく中で、生徒と話す機会を持てなかったことが反省として
挙がった。生徒が今何をしているのか、何に困っているのかを話す時間をとることが
できなかった。　授業時間内に生徒と面談を行うことで、何をしているのかが把握で
き、また生徒も話すことで、自分がしていることの整理ができるのではないかと考え
た。ファシリテートしていくという点からも、面談を入れることとした。
　現在も、探究活動の時間には面談を行っているが、生徒とじっくり話すとなると時
間が足りないという実情もある。
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生徒のようす
　「附中クエストDAY」を設けたことで、そこに向けて活動しようという意識は出て
きており、昨年度より活発に活動しているように見える。しかし、活動を行うこと
が目的になってしまい、何のためにやるのか、なぜその活動を行うのかが、明確に
できていない生徒がいることもまた事実である。
　昨年度は、何をしたらいいのか分からず、なかなか探究を進められない生徒がい
たが、今年度はそのような生徒は見受けられない。これには、グループを組んでも
よいとしたためとの考えもできるが、その検証には至っていない。
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今後について
　今後は、10月下旬～11月上旬頃に最終発表会を行う予定である。そこまでは、生徒が
各自で探究を進めたり、授業のなかで進めたりしていく。

　また、今回のこの研究を、どのように評価していくのかが課題である。総合的な学習の
時間の目標があるが、どのように見とり評価していくのかは、今後も検討が必要である。

　そして、現在、三重大学教育学部の村田晋太朗准教授、谷口あや助教にも協力を得、
「探究活動と学習に関するアンケート」を生徒たちに実施している。結果の傾向から、探
究活動をしていくにあたって、どのような支援が必要なのか、どのような手立てを講じれ
ば、探究がより良いものになっていくのかを見直す機会となっている。
　生徒たちが、探究活動によって「生活や社会をきりひらく」力をつけていけるよう、今
後も方法を見直し改善しながら進めていきたいと考えている。
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各学年より
　   　1年生　庄山大樹
　2，3年生　信田雅裕
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